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2Aa-5 グループ住宅の特徴とその評価

ヶ－テボルグにおけるヶ－ススタデイの場合

　　　　　兵庫教育大学　　菊滓康子

高齢化

　目的　後期高齢者人口の増加と共に、増加傾向にある痴呆症高齢者への対策として、現

在スウェーデンにおいて実施され、高齢者向け重点施策の１つとなっているグループ住宅

について　1.痴呆症状の改善。2.家庭的生活環境。3.ホームサービスワーカーのケ

アサービスのしやすさ。4.共同空間の利用のしやすさ。5.サニタリーの利用のしやす

さ。■6.他居住者とのインテグレーション等の視点から評価することを試みた。

　方法　スウェーデン南西部のゲーテポルグコミューンを中心とする地域において、形態

の異なる１０か所のグループ住宅を選び、スウェーデン人とノルウェー人の研究者と共同

で、'対象とするグループ住宅を訪問し、そこでの居住高齢者の生活を観察すると共に、ホ

ームサービスワーカーへのインタービュー調査を実施した。調査は1992年５月から８

月にかけて行なった。

　結果　対象住宅は、その単独型のものと複合型のものとがあり、後者は一般世帯向け住

宅か高齢者福祉施設との複合である。それらの建物形態と家庭的生活環境とは直接的な関

係はみられない。各グループ住宅共通の結果としては、痴呆症が入居後改善されている点

があげられる。家庭的生活の有無については、対象としたグループ住宅間で差が認められ

た。差を生みだす要因としてはそこで働くホームサービスワーカー集団の人間環境と生活

運営の方法の影響が強いことが認められた。

2Aa-6 二世帯住宅の研究一高齢化社会における役割

　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜女大家政　中野迪代

　目的来たるべき高齢m会にむけて、多くの人々が、人間らしく快適に暮らすことの

きる住宅、住環境と住生活を求めている。本研究は、その課題に向けて、二泄滞住宅の社

会的位置ずけを明らかにするものである。
　方法（1）二泄帯住宅居住者を対象に、設計意図、住み方、高齢者への対応と意識など

について、訪問による聞き取り調査を多面的に行い、二削即E宅居住者の特性と問題点を

把握した。1990年8～10月と1991年7～8月にu世帯（老世帯とも）に実施。②住

宅産業8社の二世胴m宅への取り組みと施lΞへの対応を、文献、パンフレット、営業担当

者への聞き取り調査によって捉え瓦聞き取り調査は1991年6、7、8月に実胤

　結果二峠淮宅明・ki　捌漫妬高齢者福祉不安

皿り継承問題が

の空間が自立型の高齢者対応になっておらず、改造予測もなく、子夫婦の介護を期待して

いる。生活や設備の分離の主張者が、現役または現役同様の元気な父親の場合は、特にそ

の傾向ｶ噛い。日本の高齢化社会では、自立型の生活か泌至であることを考えると、二世

帯住宅は高齢化社会の目標を曖昧にする存在である。大部分の仕様は施主の希望の強い時

にのみ実施されているが、施主は自分達の老いを直視しにくく、多くの住要求に優先して

高齢者対応仕様を取り入れにくい。営業担当者も積極的に高齢者対応仕様の良さを勧めず

ら必気二世帯住宅は高齢者対応仕様ではなく四としてその仕様を

あらかじめスタンダード的に設定しておくと、生涯住宅という認識や住宅の質の良Lを推

進できる。各社の研究蓄積を、いかに営業面に生かすかが今後の課題である。
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